
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

左の写真の木は、２階に上がる階段のところに掲示してある「きらりさんの木 ver.２」です。各学級

では帰りの会の時間を使って、その日に見つけた友だちのよさや、頑張りを伝え合う活動を行っています。

それらの内容を紙に記入して、全校生に紹介するための掲示物です。19 日（火）の全校集会において各

学級２名の児童が、友だちのよさを心を込めて紹介しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

20 日（水）の授業参観終了後に、体育館で「学校保健委員会」を開催しました。講師として香川大学

医学部小児科専門医の鈴木裕美先生にお越しいただき、『親子が気持ちよく過ごすためにできること』と

題して、４年ぶりとなる対面による講演会を行いました。 

子育てで最も大事なのは、生きる力を育むための「土台（愛着）」を築くことだそうです。安定した土

台をつくるためには、子どもが必要な３つのこと、①愛情を示す「愛してほしい」、②関心を示す「見て

ほしい」、③前向きな注目「認めてほしい」を満たすことが大切なのです。これら３つが満たされると、

子どもに「安心感」と「信頼感」が生まれてくるため、保護者は励ましの言葉のポジティブシャワーをか

け続けることが必要とのことでした。鈴木先生からは、「これから土台を築く人も、うまく築けなかった

と思う人も遅いことはなく、失敗してもいつでも直せますよ。」と、前向きのメッセージをいただきまし

た。学校でもポジティブシャワーを、子どもへの声かけ等に生かしていきたいと思います。 

文責 長谷川 忍 

学校のめあて 

心豊かでたくましく 

自ら学んで未来を創る 

爺 陽 の 空 へ 


